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★社交ダンス「南平ソシアル」　毎
週火曜日午後7時15分～ 9時／新町
交流センターな

ど／入会金500円、月
2千500円※プロの指導あ

り／佐久間
（☎090－8581－3972）
★日野市還暦野球部　毎月水曜・土
曜・日曜日／多摩川グラウンドな

ど／
試合／ 58歳以上の方対象／年1万5
千円／戸羽（☎592－0738）
★財政サークル　毎月第1・第3金曜
日午後6時から／中央公民館な

ど／日
野市の財政分析を決算カードを用
いて行う／月500円※指導あ

り／電卓、
決算カード（市政図書室でコピー）
持参／大石（☎592－1532）
★表千家・裏千家茶道研究会　月2
回月曜・火曜日午後1時～ 5時／新
町交流センターな

ど／初心者・中高
年者歓迎／ 1回2千円（茶菓子代ほ

か）
／大村（☎581－2450）
★パソコンステップアップ・レベル
アップ講座　4月からの月3回土曜日
午前9時45分～ 11時45分／豊田駅北
交流センターな

ど／ 18歳以上の方対
象※主婦･中高年者歓迎／月2千円／
日野パソコンファミリー（石田☎
584－2228）
★ひこばえ短歌会　毎月第4金曜日
午前10時から／中央公民館高幡台分
室な

ど／月1千円／御子柴（☎581－
0990午後7時～ 9時）
★黎

れい

明
めい

太極会　月3回土曜日午前10
時～正午／中央福祉センターな

ど／初
心者歓迎／月1千500円※指導あ

り／岩
下（☎582－0680）
★日野極真カラテクラブ　毎週水曜
日午後3時～ 5時…南平体育館、木
曜日午後6時～ 7時…東部会館、金
曜日午後6時～ 7時…ひの社会教育
センター、土曜日午前10時30分～
11時30分…新町交流センターな

ど／ 4
歳以上の児童対象／月3千円／倉成

（☎090－8598－5463）
★楊名時太極拳同好会豊田教室　毎
週日曜日午前10時～ 11時／勤労･青
年会館な

ど／楊名時気功八段錦ほ
か／入

会金1千円、月2千円／動きやすい服
装で／河原(☎586－7352)
★陶芸サークル「土楽」　毎月第2･
第4水曜日午前9時30分～正午／中央
公民館な

ど／初心者歓迎／月5千円／
岩谷（☎591－1060）
★ルンルン　毎週木曜日午後6時30
分～ 7時30分／中央福祉センターな

ど 

／ヨガ、ピラティス、ストレッチ
／初心者歓迎／ 1回500円／タオル、
水持参※動きやすい服装で／重

じゅうじょう

城
（☎585－4741）
★アートピノチオ　毎月第2・第4木
曜日午後1時～ 5時／生活･保健セン
ターな

ど／絵画／入会金1千円、月2千
500円／山崎（☎583－0810）
★アメリカ人の先生の子供英語サー
クル「ピーカブー」　月4回金曜日午
前10時～ 10時45分…2 ～ 3歳児、午
前11時～ 11時45分…1 ～ 2歳児対象
※幼稚園児クラスあ

り／四ツ谷地区セ
ンターな

ど／遊びながら英語を学ぶ／
入会金3千円、月4千500円※2回3千
円／保谷（☎・ 587－7981）
★中国語学習会　月2回日曜日午前
9時30分～ 11時30分／市民会館会議
室な

ど／中級程度の文法・作文練習。
教科書使用※見学歓迎／若干人／ 2
カ月5千円※指導あ

り／澤池（☎591－
3275）

　

平
山
城
址
公
園
駅
近
く
に
宗
印
寺

と
い
う
曹
洞
宗
の
古
刹
が
あ
る
。
多

摩
丘
陵
を
背
に
し
て
堂
々
と
し
た
風

格
を
示
し
て
い
る
。
明
治
17
年
（
１

８
８
４
）
に
平
山
季す

え

重し
げ

の
墓
所
で
あ

る
大
福
寺
を
併
合
し
て
、
季
重
の
墓

碑
を
は
じ
め
木
像
地
蔵
菩
薩
像
等
が

移
さ
れ
、
明
治
に
陸お

か
ぼ稲

平
山
を
創
っ

た
土
地
の
林
丈
太
郎
の
記
念
碑
も
見

ら
れ
る
。
こ
の
宗
印
寺
の
開
基
は
中

山
照
守
と
い
う
江
戸
幕
府
の
旗
本

で
、
宗
印
寺
と
い
う
寺
号
も
照
守
の

「
宗
印
」
と
い
う
法
名
か
ら
と
っ
た

も
の
と
い
う
。
こ
の
中
山
照
守
と
は

ど
の
よ
う
な
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

　

天
正
18
年
（
１
５
９
０
）、
豊
臣

秀
吉
の
小
田
原
攻
め
の
と
き
、
６

月
23
日
に
八
王
子
城
の
攻
防
戦
が
激

し
く
展
開
さ
れ
た
。
前
田
利
家
勢

１
万
８
千
と
上
杉
景
勝
勢
１
万
を

主
力
と
し
、
八
王
子
城
は
３
千
人

で
、
城
主
北
条
氏
照
の
留
守
を
預
か

る
横よ

こ
ち
け
ん
も
つ

地
監
物
を
は
じ
め
中
山
勘か

げ

ゆ
解
由

家
範
、
狩
野
一
庵
、

近
藤
綱
秀
ら
が
死

守
し
た
。
中
で
も

中
山
勘
解
由
の
活
躍
は
寄
せ
手
か
ら

も
注
目
を
浴
び
、
前
田
利
家
は
中
山

の
助
命
を
伝
え
た
が
、
中
山
は
自
刃

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

中
山
勘
解
由
に
は
嫡
男
照
守
と
次

男
の
信
吉
が
い
た
。
照
守
の
「
照
」

は
主
君
氏
照
の
「
照
」
を
賜
っ
た

も
の
で
、「
照
守
」
の
意
味
は
主
君

氏
照
を
守
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う

か
。
北
条
氏
が
関
東
に
勢
力
を
拡
大

す
る
中
で
、
筑
波
山
で
小
田
勢
・
真

壁
勢
と
戦
っ
た
と
き
に
、
中
山
勘
解

由
と
照
守
父
子
が
高
名
を
立
て
た
と

い
う
記
録
も
あ
る
。

　　

八
王
子
城
落
城
の
と
き
22
歳
で

あ
っ
た
照
守
は
、
落
城
後
、
郷
里
中

山
村
（
飯
能
市
）
に
い
た
が
、
中
山

勘
解
由
の
活
躍
を
知
る
家
康
の
恩
恵

で
、
弟
信
吉
と
と
も
に
徳
川
家
に

仕
え
る
こ
と
に
な
り
、
照
守
は
旗
本

と
し
て
初
め
て
平
山
村
に
知
行
地
を

与
え
ら
れ
た
。
慶
長
５
年
（
１
６
０

０
）
９
月
、
関
が
原
の
合
戦
の
と

き
、
照
守
は
徳
川
秀
忠
に
仕
え
て
い

た
が
、
秀
忠
が
信
濃
上
田
城
を
攻
め

た
と
き
、
照
守
は
「
上
田
の
七
本

槍
」
の
一
人
と
し
て
活
躍
し
た
。
照

守
は
３
千
500
石
を
知
行
し
、
御
旗
奉

行
を
勤
め
、
八
条
流
の
馬
術
を
よ
く

し
た
と
い
う
。
父
の
名
を
継
ぎ
、
勘

解
由
を
名
乗
っ
た
。

　

八
王
子
千
人
同
心
の
碩せ

き
が
く学
・
植

田
孟も

う
し
ん縉

は
、
照
守
の
晩
年
に
つ
い

て
「
武
蔵
名
勝
図
会
」
に
「
宗
印
と

号
し
て
こ
の
地
（
平
山
村
）
に
住
居

し
、
則
ち
穏
宅
を
以
て
一
寺
と
な
し

宗
印
寺
」
と
書
い
て
い
る
。
宗
印
寺

は
中
山
照
守
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
の
で
あ
り
、
ま

さ
に
宗
印
寺
の
起

源
は
こ
こ
に
始
ま

る
。
照
守
は
寛
永

11
年
（
１
６
３
４
）

正
月
21
日
に
65
歳

で
他
界
し
、
戒
名

を
宗
印
と
し
た
。

　
「
武
蔵
名
勝
図

会
」
と
同
じ
時
代

に
書
か
れ
た
「
新

編
武
蔵
風
土
記

稿
」
は
そ
の
後
の

宗
印
寺
に
触
れ
、

建
立
さ
れ
た
宗
印

寺
は
「
わ
ず
か
の

庵
」
で
尊
号
も
な

か
っ
た
が
、
第
三

世
大た

い
ほ
う
け
い
り
ゅ
う

本
恵
立
の
と
き
に
寺
山
号
が
出

来
、
寺
院
と
し
て
の
形
が
整
備
さ
れ

た
と
い
う
。

　

現
在
、
私
た
ち
が
見
る
宗
印
寺
の

原
点
は
、
戦
国
時
代
を
生
き
抜
い
た

一
武
士
が
、
苦
難
を
乗
り
越
え
、
晩

年
に
到
達
し
た
境
地
と
し
て
捉
え
る

こ
と
が
出
来
よ
う
。
そ
の
道
は
、
か

つ
て
の
主
君
氏
照
や
父
勘
解
由
が
た

ど
っ
た
道
で
あ
っ
た
。
氏
照
は
八
王

子
城
下
に
牛ご

ず頭
山さ

ん
じ寺

を
再
興
し
、
父

勘
解
由
は
能の

う
に
ん
じ

仁
寺
（
飯
能
市
）
を
創

建
し
た
。
照
守
の
墓
は
中
山
家
の
菩

提
寺
能
任
寺
に
あ
る
。

（
日
野
市
古
文
書
等
歴
史
資
料
整
理

編
集
委
員
会
委
員　

沼
謙
吉
）

■
市
内
在
住
の
渡
辺
岳
志
さ
ん
が
全

日
本
け
ん
玉
道
選
手
権
大
会
で
優
勝

　

昨
年
９
月
23
日
に
立
命
館
大
学
で

行
わ
れ
た
第
５
回
全
日
本
ク
ラ
ス
別

け
ん
玉
道
選
手
権
大
会
で
渡
辺
岳
志

さ
ん
が
日
本
タ
イ
ト
ル
を
手
に
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
学
生
選
手
権
に
続

く
優
勝
で
す
。

■
市
内
在
住
の
吉
村
正
さ
ん
が
シ
ニ

ア
健
康
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

テ
ニ
ス
大
会
で
優
勝

　

昨
年
10
月
16
日
に
有
明
テ
ニ
ス
の

森
公
園
で
行
わ
れ
た
第
12
回
シ
ニ
ア

健
康
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
テ

ニ
ス
大
会
男
子
ダ
ブ
ル
ス
（
64
歳
以

上
）
で
吉
村
正
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し

た
。
ま
た
、
10
月
６
日
か
ら
名
古
屋

市
で
行
わ
れ
た
第
69
回
テ
イ
ジ
ン
全

日
本
ベ
テ
ラ
ン
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

で
３
位
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
」
へ
の

出
場
を
予
定
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

■
市
内
中
学
生
が
「
全
国
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
東
京
都
大
会
」

で
入
賞

　

東
京
都
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
・

東
京
法
務
局
主
催
の
平
成
19
年
度
全

国
中
学
生
人
権
作
文
東
京
都
大
会
で

都
内
中
学
生
254
校
、
３
万
１
千
78
編

の
中
か
ら
三
沢
中
２
年
黒
木
翼
さ
ん

が
「
優
し
い
人
」
で
奨
励
賞
を
、
七

生
中
３
年
田
中
亜
未
さ
ん
が
「
心
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
で
、
三
沢
中
１
年

和
田
光
央
さ
ん
が
「
犯
罪
被
害
者
・

遺
族
の
悲
し
み
」
で
い
ず
れ
も
作
文

委
員
会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。　
　

　

日
常
の
体
験
か
ら
得
た
身
近
な
人

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や
人
と
の
間
に

生
じ
て
い
る
諸
事
情
を
真
剣
に
考
え

て
い
る
作
品
で
し
た
。

（
市
長
公
室
市
民
相
談
担
当
）

■
小
正
月
の
伝
統
行
事
「
ど
ん
ど
焼

き
」
が
行
わ
れ
る

　

１
月
14
日
、
滝
合
小
で
「
平
山
ど

ん
ど
焼
き
保
存
会
」
の
も
と
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
こ
の
行
事
の
実
行
委
員
会

と
し
て
携
わ
っ
た
籏
野
治
男
さ
ん
に

よ
る
と
、
多
く
の
参
加
者
が
見
守
る

中
、
お
炊
き
上
げ
の
「
ど
ん
ど
」
に

火
が
入
る
と
ま
た
た
く
間
に
火
は
勢

い
を
増
し
、
そ
の
後
火
勢
が
衰
え
る

と
、
参
加
者
は
ま
ゆ
玉
と
み
か
ん
を

あ
ぶ
り
、
今
年
１
年
の
無
病
息
災
な

ど
を
祈
願
し
た
そ
う
で
す
。
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宗
印
寺
の
開
基
・
中
山
照
守

▲平山６丁目にある現在の宗印寺

八
王
子
城
を
死
守
し
た

中
山
勘
解
由
の
嫡
男

八
王
子
城
落
城
後
、
家
康
の
恩

恵
で
旗
本
と
し
て
平
山
村
に

宗
印
寺
を
設
立


